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決 算 認 定決 算 認 定

議会のことをわかりやすくお伝えします

　　補正予算ほか

　　一 般 質 問

……………2Ｐ～10Ｐ

…………10Ｐ～13Ｐ

…………14Ｐ～15Ｐ

実り多き秋

コンバインの操作に力が入る！
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歳　入

地方交付税
17億7,452万

36.3％

国県支出金
9億9,278万

20.3％

町税
7億3,365万

15.0％

町債
4億1,134万

8.4％

繰越金

2億1,102万

4.3％

その他

1億8,956万

3.7％

歳　出
補助費

7億2,293万
16.2％

公債費
3億9,640万

8.9％

物件費
8億5,976万

19.3％

繰出金
3億4,941万

7.8％

普通建設事業費
  4億8,461万

    10.9％

その他
5,381万
1.2％

歳入歳出決算を認定

一 般 会 計

9月

定例会

　令和４年度９月定例会は12日招集され、会期を28日までの17日間として開かれまし

た。今回の定例会は令和３年度一般会計と11の特別会計、２の公営企業会計の決算・

令和３年度補正予算等提出議案33を審議し、すべて原案通り可決しました。なお、本

会議初日に令和３年度決算に係る財政の健全化判断比率及び、公営企業会計の資金不

足比率について下記の通り報告がなされました。

令和３年度 

44億5,666万円 48億9,920万円

令和３年度財政の健全化判断比率

令和３年度公営企業会計資金不足比率

令和３年度（％）

―

―

１３.５

８１.１

早期健全化基準（％）

１５.０ 　　

２０.０ 　　

２５.０ 　　

３５０.０ 　　比率名

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

経営健全化基準（％）

２０.０ 　　

２０.０ 　　

２０.０ 　　令和３年度（％）

―

―

―

会計名

簡易水道事業

下水道等事業

索道事業

人件費
7億3,077万

16.4％

補
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寄付金

4億7,931万

9.8％

諸収入

1億702万

2.2％

積立金
3億95万

6.8％
維持補修費

２億7,999万

6.3％

扶助費
２億7,803万

6.2％
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昨年度の主な事業

町営交通対策費

82,585千円

地域住民の通勤や通学、通院、買い物等の生

活路線として、町営バス６路線・町営タク

シー４台の運行をしました。

江府町

子育て世帯への臨時特別給付事業
新型コロナウイルス感染拡大の長期化により所

得の減少など様々な影響がある中、０歳から高

校３年生までの子育て世帯に対し一人10万円

の給付をしました。対象者は266人でした。

28,728千円

決

　算

補
正
予
算
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一
般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告

観光費

54,990千円

町観光協会の運営補助金の他、奥大山エリア

の再生を目指し、富良野自然塾・木谷沢渓流

モニターツアー・エーデルワイス解体工事等

実施しました。

燃料価格高騰対策支援事業

10,389千円

新型コロナウイルス感染症の影響による燃料

費高騰に対する生活支援として各世帯に給油

等助成券を配布しました。

運動公園管理費

93,298千円

総合体育館、総合グラウンドの照明器具すべ

てのＬＥＤ化及び改修等を行いました。

総合健康福祉センター管理運営費

93,012千円

非常用電源を確保のため、発電設備を整備。

照明のＬＥＤ化により、施設内環境や節電の

ための整備を行いました。

義務教育学校設置事業

6,554千円

令和４年４月の義務教育学校開校に向けて

必要な整備を実施しました。

※ＤＸとは : デジタル技術やデータを活用して、住

民の利便性を向上させるとともに、業務効率化を

図り、人的資源を行政サービスの更なる向上に繋

げていくこと。（総務省より）

農業再生協議会補助事業

26,514千円

水稲次期作応援交付金として、令和３年作付面

積20a以上の農家に対し、自家消費分を除き

10aあたり10,000円を交付しました。

953千円

高齢者世帯等のスマートフォン取得費用を支

援及び遠隔での江府中学校吹奏楽部へプロに

よる指導を実施しました。

DＸ 推進事業
※
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特別会計・公営企業会計の状況

歳　出歳　入 収　支特   別   会   計

合　　計

住宅新築資金貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険事業（保険事業勘定）

介護保険事業（サービス事業勘定）

介護老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

繰入金

０

3億3,902万円

2億5,460万円

5億8,852万円

276万円

6,639万円

4,684万円

2,351万円

42万円

31万円

74万円

13億2,311万円

643万円

3億4,368万円

2億8,422万円

6億6,817万円

295万円

6,639万円

4,787万円

2,351万円

257万円

89万円

155万円

14億4,823万円

643万円

466万円

2,962万円

7,965万円

19万円

0

103万円

0

215万円

58万円

81万円

1億2,512万円

０

2,375万円

6,266万円

9,791万円

0

5,819万円

1,564万円

2,351万円

0

0

0

2億8,166万円

支　出収　入 収　支公  営  企  業  会  計

簡易水道事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

下水道等事業

　収益的収入及び支出

　資本的収入及び支出

7,725万円

9,012万円

1億6,646万円

1億3,422万円

１億1,009万円

1億2,045万円

1億8,878万円

1億6,836万円

△3,284万円

△3,033万円

△2,232万円

△3,414万円

令和４年度江府町議会８月臨時会（審議結果）
臨時議会が招集され、提案された議案について、いずれも原案通り可決されました。

８月２日　第5回臨時会

・令和４年度鳥取県日野郡江府町一般会計補正予算（第４号）

　歳入歳出それぞれ49,931千円を追加し、歳入歳出の総額を4,146,798千円としました。

マイナンバーカード普及促進事業

電動自転車購入及びサイクルガイド要請補助金

富良野自然塾開催事業

奥大山周辺環境整備事業

木谷沢渓流遊歩道整備事業

Wi-Fi環境整備補助金

ふるさと応援基金積立金

４９,９４５千円

２,１８２千円

６８５千円

２,９００千円

△３,９８２千円

８９８千円

△３,３００千円

主な内容

補
正
予
算
他

一
般
質
問

決

　算

陳
情
・
組
合
報
告
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留意事項

総　括

審査の対象及び期間

　令和３年度におけるすべての会計について、令和４年７月２６日から令和４年

８月２２日の間、２名の監査委員により決算書・同主要施策の成果と事業実績・

財産に関する調書等について予算の執行状況、事業の内容と適合性、財務の健全

性、資産の管理状況等について関係帳簿、証拠書類を検証して監査を実施しました。以下に審査の総

括と留意事項を要約して、お知らせします。

（１）令和３年度の一般会計決算状況をみると、歳入総額4,899,204千円。歳出総額4,456,665千円で

歳入歳出差引額442,539千円であり、この内86,186千円が繰越明許費繰越額で、実質収支額は

356,353千円となっています。歳出をみますと、物件費、扶助費、投資・出資及び貸付金、積立金等

が増加したものの、補助費、建設事業費等が減少し、前年対比257,866千円の減であり、5.5%の減

少率となっています。これに対する歳入は地方交付税、寄付金、繰越金、諸収入等が増加しました

が、国庫支出金、繰入金、町債等が減少し、前年対比25,722千円減少し0.5%の減少率となっていま

す。令和３年度の地方交付税は、総額1,774,518千円で、前年対比244,518千円増加しました。ま

た、これの算定基礎となります令和3年度基準財政需要額は、2,069,427千円で、前年対比180,542

千円増加しています。基準財政収入額の算定基準である町税は733,655千円で、前年対比31,091千

円増えています。また、令和３年度の固定資産税は、全体で592,417千円でしたが、次第に減少し、

5年後には569,183千円となり令和３年度に比べ23,234千円減となる見込みです。

（２）令和３年度の経常収支比率は前年度比5.2ポイント減少し80.9%になりました。令和３年度の実

質公債費比率（３ケ年平均）は13.5%（早期健全化基準25％以下）でこれも前年度より0.1ポイント

減少しています。将来の財政を圧迫する可能性の度合いを示す令和３年度の将来負担比率は81.1%

（早期健全化基準350％以下）で、これも前年度より13.4ポイント減少しています。財政状況の指標

は全て基準値以内ですが、令和６年度からの新庁舎建設等の起債償還やロシアのウクライナ侵攻を

受けて物価の高騰、更には円安でエネルギーや食料品等が値上がりしています。また、我が国の長

期債務残高は令和３年度末時点で初めて1千兆円を超えました。これらの将来不安を考えるとき、今

後においても計画的な事業展開とともに、更なる将来負担の抑制に努めるべきです。

（３）ふるさと納税が飛躍的に伸びています。令和２年度の寄付額134,819千円に対し令和3年度寄付

額は480,147千円（前年度比＋356.1％）でした。この寄付額を集めるために184,705千円の経費(経

費率38%)を支出しています。そして、その差額295,442千円が町の基金となり、その内の180,000

千円が各科目に充当され予算が編成されています。

（４）県内では、オミクロン株「BA.5」ウイルスの置き換りによる感染が拡大しています。全県にわ

たり高齢者や医療、福祉施設での感染が相次ぎ、入院患者数が増加して病床使用率が上昇していま

す。この状況を打開するには、やはりワクチン接種を万全にし、基本的な感染対策を徹底しなけれ

ばなりません。町民の生活の安全・安心の確保を目指して努力することを要望します。

（１）町税、国民健康保険税、上下水道料等の未収金について、公平性を図りながら徴収に努力する

事を望みます。

（２）奥大山周辺施設の活用計画を活かしたまちづくりに期待しています。周辺施設のひとつ、木谷

沢渓流の自然散策は、木谷沢渓流ツアーによって次第に広まりつつありますが、新型コロナウイル

スの感染拡大が落ち着けば、木谷沢渓流の更なるＰＲを要望します。

（３）ふるさと納税は、令和２年度から令和３年度にかけて寄付額が480,147千円となり、県内第１

位の伸び率で、町の自主財源となっています。これを活用して江府町の自然景観等の魅力を更に伝

え、これからも大きく躍進していくことを期待します。

岡田雄成代表監査委員

江府町歳入歳出決算審査意見書令和３年度 決

　算

補
正
予
算
他

一
般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告
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決
算
の

審
査

教
育
委
員
会

総
務
課

一
般
会
計

Q

御
机
の
林
道
城
山
線
に

つ
い
て
、
な
ぜ
、
こ
こ

だ
け
町
が
管
理
し
て
い
る
の
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
無
線
中
継
所
の

管
理
道
路
と
し
て
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
無
線
中
継
所
の

建
物
と
共
に
、
昭
和
54

年
に
町
が

譲
り
受
け
ま
し
た
︵
建
物
に
つ
い

て
は
、
平
成
２
年
か
ら
鳥
取
県
に

賃
貸
し
て
い
る
た
め
、
使
用
者
収

入
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
無

線
塔
設
置
の
た
め
、
使
用
者
と
し

て
県
が
道
路
を
舗
装
︶
万
が
一
災

害
が
あ
っ
た
場
合
、
林
道
災
害
と

し
て
町
が
対
応
し
ま
す
。

総
務
課

QA

リニューアルされた図書館

旧
大
河
原
分
校
は
借
地

で
は
な
い
の
か
。

昭
和
58

年
に
学
校
用
地
と

し
て
購
入
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
町
公
式

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
作
成
本

数
が
51

本
で
あ
り
、
良
く
や
っ

て
い
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、

専
従
で
製
作
し
て
い
る
わ
り
に

は
少
な
い
と
思
う
が
。

撮
り
た
い
も
の
は
幾
ら
で

も
あ
る
が
、
編
集
作
業
が

大
変
で
あ
り
、
51

本
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
５
月
か
ら
２
名

体
制
と
な
り
、
増
加
す
る
と
思

い
ま
す
。

QQ AA

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
登
録

者
が
１
９
５
名
増
と
な

っ
て
い
る
が
、
全
部
で
何
人
か
。

登
録
者
は
令
和
３
年
４
月

１
日
開
設
時
点
で
１
２
８

人
で
し
た
が
、
令
和
４
年
９
月

16

日
現
在
で
、
３
９
５
人
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

の
う
ち
町
内
の
物
品
取

扱
い
の
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
さ
ら
に
、
増
や
す
こ
と

を
検
討
さ
れ
た
い
。

返
礼
品
は
町
内
と
町
外
が

お
お
む
ね
５
割
ず
つ
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
返
礼
品
を

検
討
す
る
と
き
に
参
考
に
し
ま

す
。 QAA

消
防
団
の
新
入
団
員
は
あ

る
の
か
。

第
一
分
団
２
名
、
第
２
分

団
１
名
の
入
団
が
あ
り
ま

し
た
。

Q

QAQ

町
図
書
館
を
今
年
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
が
、
職
員
と

行
政
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
な
い
よ

う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
、
た
の
し
い
職
場
に
し

て
ほ
し
い
。

職
員
や
協
力
隊
を
含
め
新

し
い
体
制
が
で
き
ま
し
た
。

働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
に
し
て

い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
頂
い
た

人
に
対
し
て
の
、
﹁
応
援

団
の
集
い
﹂
と
し
て
何
名
の
方

が
来
町
す
る
の
か
。

９
月
18

・
19

日
に
東
京
、

千
葉
か
ら
５
名
の
方
が
来

町
予
定
で
し
た
が
、
台
風
接
近

QQ AA

の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

江
府
中
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
に
お
い
て
、
国
で
は

地
域
移
行
が
進
ん
で
い
る
が
、

進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。
指
導

員
が
い
な
い
た
め
、
で
き
て
な

い
部
が
あ
る
の
か
。

現
在
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

卓
球
、
野
球
、
吹
奏
楽
の

４
つ
の
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
は
、
指
導
者
の
下
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
移

行
に
よ
る
指
導
者
に
つ
い
て
は

地
域
及
び
、
西
部
一
円
で
研
究

し
て
広
い
地
域
で
や
っ
て
い
く

こ
と
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

QA

補
正
予
算
他

一
般
質
問

決

　算

陳
情
・
組
合
報
告
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住
民
生
活
課

産
業
建
設
課

Q

現
在
、
玄
そ
ば
の
在
庫

が
多
い
よ
う
だ
が
状
況

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
町
民
に
貸
し
出
す
こ

と
の
で
き
る
、
そ
ば
の
製
粉
機

の
状
況
は
ど
う
か
。

Q

令
和
３
年
度
は
栽
培
面
積

が
40

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
令
和

４
年
８
月
末
現
在
、
在
庫
は
全

て
無
く
な
り
ま
し
た
。
製
粉
機

は
御
机
集
落
に
貸
し
出
し
て
お

り
、
新
年
度
予
算
で
製
粉
機
購

入
を
検
討
し
ま
す
。

次
期
作
支
援
交
付
金
は

農
家
と
し
て
非
常
に
あ
り

が
た
か
っ
た
。
今
年
度
も
米
価

下
落
の
出
口
が
見
え
な
い
が
、

Q

中
学
校
の
部
活
終
了
後
、

バ
ス
が
な
い
時
に
タ
ク
シ

ー
を
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
何
名
の
方
が
利
用
し
て
い

る
か
。年

間
合
計
１
，

４
５
７
名

を
送
迎
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
部
活
だ
け
で
な
く
、
土
曜

日
、
日
曜
日
の
運
動
会
な
ど
の

行
事
も
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

バ
ス
の
定
期
券
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
方
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

江
府
町
お
試
し
住
宅
﹁
み

ら
い
家
﹂
の
利
用
状
況
は

１
件
10

日
間
と
あ
る
が
、
問
い

QAQ

合
せ
等
の
状
況
は
ど
の
程
度
か
。

ま
た
、
保
守
点
検
は
実
施
し
て

い
る
か
。

問
い
合
わ
せ
の
状
況
は
、

お
試
し
住
宅
関
連
71

件
、

移
住
定
住
相
談
71

件
、
空
き
家

見
学
26

件
、
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
動
き
は

低
調
で
し
た
。
﹁
み
ら
い
家
﹂

の
保
守
点
検
は
﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

こ
う
ふ
の
た
よ
り
﹂
と
住
民
生

活
課
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

次
期
作
支
援
交
付
金
を
出
す
考

え
は
あ
る
の
か
。

次
期
作
支
援
交
付
金
は
あ

く
ま
で
も
単
年
度
で
考
え

て
お
り
、
現
段
階
で
は
、
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

江
府
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
補
助
金
の
交
付
状
況
は

ど
う
か
。

新
規
起
業
１
件
と
経
営
改

善
３
件
で
し
た
。
補
助
金

は
最
高
30

万
円
で
補
助
割
合
は

２
分
の
１
で
し
た
が
令
和
４
年

度
か
ら
最
高
で
３
分
の
２
の
補

助
割
合
に
な
り
ま
し
た
。

町
が
募
集
し
て
い
た
、

土
木
技
師
は
採
用
で
き
た

か
。

採
用
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

危
機
感
は
あ
り
ま
す
。
職

員
の
土
木
技
師
資
格
の
取
得
や
、

派
遣
の
採
用
な
ど
を
考
慮
し
て

い
ま
す
。

A AQ

A

Q

A

A

お試し住宅 みらい家

刈りとりをまつそば畑

決

　算

補
正
予
算
他

一
般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告

※

玄
そ
ば
と
は…

…

結
実
し
収
穫
さ
れ

た
ま
ま
の
殻
つ
き
の
そ
ば
の
実
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
黒
い
殻
（
外
皮
）
を
か
ぶ
っ

た
ま
ま
の
そ
ば
の
実
の
こ
と
で
「
玄
」
と

は
「
黒
色
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
で
す
。



（８）令和４年11月16日発行

国
民
健
康
保
険
︵
事
業
勘
定
︶

今
後
の
保
険
料
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。

自
営
業
者
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
資
産
割
を
な

く
し
ま
し
た
が
、
医
療
費
の

動
向
に
よ
り
変
動
し
ま
す
。

県
全
体
で
の
保
険
料
統

一

化

の

進

捗

は

ど

う

か
。

県

全

体

で

の

保

険

料

は
、
令
和
６
年
度
を
目

標
に
検
討
中
で
す
。

国
民
健
康
保
険
︵
施
設
勘
定
︶

会
計
年
度
職
員
の
内
訳

は
。

歯
科
が
７
名
、
医
科
が

10

名
で
す
。

索
道
事
業

奥
大
山
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
活
用
の
結
論
を
出
す

時
期
で
は
な
い
か
。

環

境

省

の

事

務

所

か

ら
、
廃
止
す
る
と
現
況

に
帰
す
る
よ
う
説
明
が
あ

り
、
も
う
し
ば
ら
く
の
期
間

が
必
要
で
す
。

江
尾
財
産
区

利
用
間
伐
協
力
金
の
内

容
は
。

森
林
組
合
か
ら
間
伐
事

業
の
赤
字
分
の
補
填
が

あ
り
ま
し
た
。

以
前
に
く
ら
べ
待
ち
時

間

が

短

縮

さ

れ

て

き

た
。
工
夫
し
て
い
る
こ
と

は
。

受
診
前
の
問
診
を
、
看

護
師
が
早
く
聞
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
︵
事
業
勘
定
︶

介
護
予
防
事
業
の
成
果

と
し
て
、
介
護
人
数
の

減
少
が
目
標
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

在
宅
介
護
の
推
進
を
目

指
し
、
介
護
人
数
の
減

少
が
目
標
で
す
。
結
果
と
し

て
認
定
率
や
介
護
料
が
増
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設

あ
や
め
の
決
算
書
の
提

出
は
。

運
営
協
議
会
か
ら
報
告
し
ま

す
。

QQ AAQ

QQ

A

A

下
水
道
等
事
業

川
筋
地
区
の
集
落
排
水

施
設
の
監
視
盤
の
腐
食

が
み
ら
れ
る
。
監
視
盤
を
ス

テ
ン
レ
ス
盤
へ
の
変
更
を
検

討
し
て
は
。

順
次
実
施
す
る
よ
う
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

水
道
料
金
を
安
く
提
供

あやめ秋の大運動会

Q

QQQ AAA

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

A

A

し
て
い
る
こ
と
を
町
民
に
知

ら
せ
て
、
無
駄
の
な
い
活
用

を
呼
び
か
け
て
は
。

料
金
の
Ｐ
Ｒ
は
あ
ま
り

し
て
い
な
い
の
で
、
料

金
変
更
に
伴
い
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

老
朽
化
に
よ
る
水
道
管

の
水
漏
れ
箇
所
の
修
繕

を
推
進
す
べ
き
で
は
。

修
繕
に
よ
る
有
収
水
量

の
ア
ッ
プ
は
、
経
費
と

比
較
し
な
が
ら
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

AA Q

改良中の大河原簡易水道

補
正
予
算
他

一
般
質
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・
組
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報
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決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

総
務
課

住
民
生
活
課

産
業
建
設
課

農
業
委
員
会

参
考
意
見

　一
般
会
計

参
考
意
見

　一
般
会
計

①
福
利
厚
生
に
お
い
て
、
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
職
員

は
85

名
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
職

員
の
約
半
数
で
あ
る
。
す
べ
て

の
職
員
が
受
診
す
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

②
新
庁
舎
玄
関
前
の
横
断
歩
道

に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
推
進

規
範
の
起
点
と
し
て
の
姿
を
顕

示
さ
れ
た
い
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は

地
元
天
然
水
が
人
気
で
あ
る

が
、
品
物
に
加
え
体
験
事
業
な

ど
﹁
事
﹂
を
取
り
入
れ
た
事
業

展
開
も
考
慮
さ
れ
た
い
。

④
役
場
の
職
員
で
構
成
す
る
消

防
第
２
分
団
は
、
団
員
20

名
中

７
名
が
町
外
在
住
で
あ
る
。
い

か
な
る
有
事
の
際
に
も
万
全
の

対
応
が
と
れ
る
よ
う
、
的
確
な

シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
れ
た
い
。

ま
た
団
員
の
募
集
や
勧
誘
に
つ

い
て
も
鋭
意
進
め
ら
れ
た
い
。

①
集
積
意
向
調
査
に
お
い
て
、

集
落
営
農
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
新
規
の
組
織
作
り
と

事
業
の
維
持
継
続
に
努
力
さ
れ

た
い
。

①
令
和
３
年
度
の
梨
︵
新
甘

泉
︶
の
栽
培
は
、
概
ね
順
調
で

あ
っ
た
。
収
穫
量
は
前
年
比

8.3

％
増
の
2.4

ト
ン
で
あ
り
売
上

高

に

お

い

て

は

21.7

％

増

の

1
8
5
万
円
で
あ
っ
た
。
引
き

続
き
収
量
増
を
期
待
す
る
と
共

に
、
町
特
産
品
の
一
つ
と
な
る

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

②
も
ち
米
や
そ
ば
を
自
家
栽
培

す
る
町
民
の
た
め
に
、
乾
燥
や

製
粉
の
出
来
る
設
備
を
整
え
、

少
量
生
産
者
の
営
農
意
欲
に
応

え
ら
れ
た
い
。

③
農
業
再
生
協
議
会
補
助
事
業

に
お
い
て
、
水
稲
次
期
作
応
援

交
付
金
を
他
町
に
さ
き
が
け
実

施
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
次
年

度
に
お
け
る
就
農
意
欲
は
向
上

し
た
。
ま
ず
も
っ
て
評
価
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
将
来
不
安

の
解
消
の
為
、
事
業
継
続
を
望

む
も
の
で
あ
る
。

④
下
安
井
か
ら
舟
場
間
の
道
路

建
設
は
、
地
元
集
落
の
永
年
の

念
願
で
あ
り
、
災
害
時
に
於
い

て
は
住
民
の
安
心
安
全
に
大
い

に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。
関

係
町
と
協
議
し
て
早
期
の
事
業

化
を
実
現
さ
れ
た
い
。

①
町
営
交
通
対
策
と
し
て
、
バ

ス
６
路
線
タ
ク
シ
ー
４
台
を
運

行
し
て
い
る
。
懸
念
材
料
と
し

て
利
用
者
数
の
減
少
が
あ
る
。

人
口
の
自
然
減
を
差
し
引
く
必

要
は
あ
る
が
、
バ
ス
利
用
者
は

前
年
比
一
割
減
で
あ
る
。
タ
ク

シ
ー
の
運
用
と
合
わ
せ
、
児
童

生
徒
へ
の
更
な
る
利
便
性
へ
の

対
応
や
、
一
般
生
活
者
へ
の
利

用
啓
発
な
ど
特
段
の
努
力
を
望

み
た
い
。

②
移
住
定
住
促
進
及
び
空
き
家

活
用
事
業
に
お
い
て
、
増
加
す

る
空
き
家
に
つ
い
て
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
や
、
そ
の
他
の

利
活
用
を
促
進
し
移
住
定
住
に

寄
与
し
て
い
る
。
特
に
お
試
し

住
宅
の
﹁
み
ら
い
家
﹂
は
移
住

促
進
に
多
大
な
効
果
を
有
す
る

と
思
わ
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
も

あ
り
利
用
件
数
は
少
な
い
。
利

用
増
に
向
け
一
層
の
努
力
を
さ

れ
た
い
。

③
母
子
父
子
福
祉
事
業
に
関
し

て
は
、
ひ
と
り
親
支
援
や
虐
待

対
応
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携

を
取
り
支
援
を
進
め
て
い
る
。

本
事
業
に
よ
り
虐
待
事
象
な
ど

の
早
期
発
見
予
防
に
つ
な
が

り
、
児
童
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
こ
と
は
、
明
る
い
町
の
礎

と
な
る
。
地
道
で
は
あ
る
が
、

引
き
続
き
精
進
さ
れ
た
い
。

①
幼
児
及
び
児
童
を
抱
え
る
家

族
か
ら
要
望
の
多
い
土
曜
、
日

曜
の
保
育
園
、
園
庭
の
開
放
に

つ
い
て
諸
所
の
課
題
も
あ
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
人
口
問
題
に

も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
の
で
、

早
急
に
対
処
さ
れ
た
い
。

②
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整

備
事
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
は
重
点
項
目
で
あ
る
。

教
科
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
教

育
環
境
の
変
化
は
目
覚
ま
し
く

児
童
生
徒
、
職
員
の
負
荷
は
相

当
と
考
え
る
が
、
時
代
の
趨
勢

と
し
て
特
段
の
努
力
を
望
み
た

い
。
ま
た
、
相
反
す
る
事
象
と

し
て
書
籍
や
新
聞
を
目
に
す
る

割
合
と
学
力
テ
ス
ト
の
正
答
率

が
、
比
例
す
る
と
の
評
価
も
あ

り
、
均
等
の
取
れ
た
学
習
環
境

を
両
立
さ
れ
た
い
。

教
育
委
員
会

　令和３年度一般会計は歳出が、44億5,666万円であり、前年比で5.5％減少している。歳入

は、48億9,920万円で、0.5％の減少となっている。令和3年度決算における実質公債費比率は

13.5％となり、令和2年度より0.1％減少し、早期健全化基準とされる25％をかなり下回ってい

る。人口減少時代における安心安全の町づくりに向け、福祉や防災対策における投資は十分

可能であるが、経常収支比率は、80.9％で前年より、5.2％減少したとはいえ、引き続き財政

の硬直化を示している。将来の大型事業を見据え、確かな財政運営に努力されたい。また、

ふるさと納税が飛躍的に伸びており、令和3年度の寄付額は、約４億8,000万円で伸び率は県内

で第一位である。このことは、担当課をはじめ全職員、全町民の熱意の賜物である。今後に

おいても、従前に増して一層真摯に、本事業に取り組まれたい。
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タブレットを活用した授業状況



①
奥
大
山
自
然
塾
事
業
が
本
格

的
に
開
始
さ
れ
る
が
、
こ
の
事

業
に
合
わ
せ
た
索
道
事
業
の
利

活
用
等
を
研
究
さ
れ
る
よ
う
努

力
さ
れ
た
い
。

①
水
道
は
、
安
価
な
利
用
料
で

提
供
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た

こ

と

を

も

っ

と

町

民

に

周

知

し
、
大
切
な
資
源
を
無
駄
な
く

有
効
利
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。

②
今
後
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴

う

改

修

が

必

要

と

な

っ

て

く

る
。
持
続
可
能
な
施
設
管
理
に

努
め
ら
れ
た
い
。

①
今
後
、
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
く
る
。
施
設
管
理
を
徹
底

し
、
持
続
可
能
な
管
理
体
制
を

構
築
さ
れ
た
い
。

可
能
な
施
設
と
し
て
、
ス
タ
ッ

フ
の
育
成
・
確
保
に
努
め
ら
れ

た
い
。

①
高
齢
化
率
は
上
昇
し
て
い
る

が
、
介
護
認
定
率
お
よ
び
必
要

と
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
提

供
と
と
も
に
、
今
後
も
フ
レ
イ

ル
予
防
の
実
施
・
啓
発
の
推
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。
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国
民
健
康
保
険

　
　︵
事
業
勘
定
︶

介
護
保
険
事
業

︵
保
険
事
業
勘
定
︶

住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
事
業

索
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

簡
易
水
道
事
業
会
計

国
民
健
康
保
険

　
　︵
施
設
勘
定
︶

①
貸
付
事
業
は
既
に
終
了
し
て

い
る
が
、
滞
納
事
務
の
一
元
化

を
図
り
、
完
納
に
努
力
さ
れ
た

い
。

①
年
度
末
の
被
保
険
者
数
は
、

５
１
７
人
と
減
少
し
て
い
る
。

保
険
料
は
、
令
和
６
年
度
を
目

標
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
一
番

関
心
の
高
い
事
で
あ
り
、
早
期

に
方
針
を
示
す
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

②
健
診
率
の
向
上
と
特
定
保
健

指
導
の
充
実
に
よ
り
、
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
ら
れ
た
い
。

①
江
尾
診
療
所
は
、
診
療
サ
ー

ビ

ス

の

向

上

に

努

力

し

て

い

る
。
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
在
宅
診
療
の
推
進
や
持
続

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

参
考
意
見

　特
別
会
計

参
考
意
見

　特
別
会
計

9月定例会　補正予算
今議会において一般会計（5号・6号）、特別会計、公営企業会計から１３件の補正予算案が上程され、いずれも承認されました。

○一般会計補正予算（第5号）補正総額　　７億８,０７０万円

　　　　　　　　　　　　　　予算総額　４９億２,７５０万円

歳入（主なもの）

歳出（主なもの）

５億円

３億３,０３０万円

３００万円

２億５,０００万円

３,２９３万円

１,０００万円

４２０万円

寄附金　ふるさと応援基金寄附金

繰越金　前年度繰越金

総務費　ＰＣＲ検査委託料

　　　　ふるさと納税推進事業

　　　　移住促進住宅等整備事業

商工費　燃料高騰対策運送事業者支援金

　　　　富良野自然塾事業

○一般会計補正予算（第６号）補正総額　　　　５,５８０万円

　　　　　　　　　　　　　　予算総額　４９億８,３３０万円

歳入（主なもの）

歳出（主なもの）

国庫支出金　新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金

地方創生推進交付金

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金

総務費　ＳＤＧｓ関連イベント実施事業

　　　　マイナンバー取得促進事業

衛生費　新型コロナウイルスワクチン接種事業費

農林水産業費　肥料価格高騰対策事業

商工費　富良野自然塾開設準備事業

９０７万円

２,０００万円

８３３万円

５０３万円

４３６万円

１,７４０万円

３００万円

８８０万円

舗装された俣野診療所

補
正
予
算
他

一
般
質
問

決

　算

陳
情
・
組
合
報
告
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　　　　歳入総額　　１億８,８４９万円（江府町負担分：７,０２２万円）

　　　　歳出総額　　１億７,２６４万円

　　　　　　　　　（昨年度より７３５万円の増：くぬぎの森の熱交換器修繕が主な要因）

　　　　差引残額　　１,５８５万円　差引残額については、令和４年度に繰越しとする。

日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告書日野町江府町日南町衛生施設組合議会報告書

【総括的事項】

　病院事業は、高齢化率の高い中山間地における中核病院として、CT・MRIなどの診療機器等を備え、

特に、令和3年10月より最新型になったMRI装置を使用し、全身のがん検査が可能になっています。病

気の早期発見・早期治療に役立つよう脳ドックも含め、住民にＰＲしていきます。

令和3年度決算　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は令和２年度数値

・収益的収支　　　　　　　　　　１５０,４６６千円（１１８,４４６千円）

　　　（内訳）病院事業　　　　　１３２,１８４千円　（９８,９７９千円）

　　　　　　　在宅介護支援事業　　１０,０７９千円　（１１,２４７千円）

　　　　　　　診療所事業　　　　　　８,２０３千円　　（８,２２０千円）

・累積剰余金　　　　　　　　　　７９３,７２２千円（６４３,２５６千円）

　　　（内訳）病院事業　　　　　５０７,６６７千円（３７５,４８３千円）

　　　　　　　在宅介護支援事業　１４６,８０５千円（１３６,７２６千円）

　　　　　　　診療所事業　　　　１３９,２５０千円（１３１,０４７千円）

○自治体立優良病院表彰を受賞しました。　
　これは全国自治体病院開設者協議会及び公益社団法人全国自治体病院協議会が昭和６１年度から実施

しているもので、収支の均衡が図られ、地域医療の確保に重要な役割を果たしていること等が、評価さ

れたものです。

日野病院組合議会報告書

件名及び要旨受理番号及び
受理年月日

提出者及び紹介議員 審議結果

兵庫県伊丹市北伊丹1-75

井田　敏美
不採択

中国共産党による臓器収奪の即

時停止ならびに人権状況の改善

を求める意見書の提出に関する

陳情

鳥取市南町505
自治労鳥取県本部
　執行委員長　山口　一樹
江府町大字江尾1717番地1
江府町職員労働組合
　執行委員長　田本　丈一

採　択
地方財政の充実・強化を求める

陳情

陳情第９号

令和４年

６月６日

陳情第10号

令和4年

８月９日

令和４年

第６回江府町議会

９月定例会提出

陳情の

審査結果

　令和４年８月２５日、江府町において、第２回日野町江府町日南町衛生施設組合議会定例会が行わ

れました。令和３年度決算については以下のとおりです。

　令和４年８月２９日、日野病院組合議会定例会が日野町で行われ、令和3年度事業等の決算等につ

いて報告がありました。
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　日野郡3町の議員で協議会をつくり、毎年議会の事務局が持ち回りで議員研修を開催しています。今

年度は江府町の当番でした。

　内容は、「放送こぼれ話」と題しまして鳥取県在住の元NHKアナウンサー、藤澤武氏による講演で

した。23年間大相撲解説を務められた経験から、交流のあった力士や親方について、元舞の海と元寺

尾の解説が今一番わかりやすいベストコンビであること、鳥取県出身の力士についての学生時代の様

子、現状や今後について等、テレビ・ラジオではなかなか聞くことのできない、まさに「こぼれ話」を

していただきました。

　また、元アナウンサーでもありますので、人前での話し方のコツについてポイントを示してください

ました。その一つに、「えー」や「あー」などを使って

長々と話すのではなく、短いセンテンスで伝えることの

重要性がありました。これは、仕事等に限らず常に意識

をしておくべきことであると、改めて認識をしたところ

です。

　藤澤氏はNHKの夕方のニュース「いろどり」でも、

大相撲の場所が始まる前に解説をされています。より一

層親しみを込めて、番組を視聴することになりそうで

す。

日野郡議員研修を開催！日野郡議員研修を開催！

政治倫理条例関係の報告

企　業　名

受　付　日

旧江府町庁舎及び高齢者創作館解体工事

かわばた・コーセン共同企業体

議員と企業との関係

契約の内容

請負の方法

契　約　金　額

代表取締役

旧江府町庁舎及び高齢者創作館解体工事

指名競争入札

８２，５００，０００円（消費税等込み）

令和4年10月4日

企　業　名

受　付　日

株式会社ＰＰＰプログレス江府2022

（構成企業に株式会社かわばた）

議員と企業との関係

契約の内容

請負の方法

契　約　金　額

代表取締役

江府町移住促進住宅の整備

公募型プロポーザル方式

４１９，９８０，４８１円（消費税等込み）

令和4年10月4日

（政治倫理条例第5条により報告と掲載）
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「肥料・飼料価格高騰対策を求める意見書を提出」

　本議会において肥料・飼料価格高騰対策について議員発議がなされ審議の結果可決されました。

　提出の理由については、現在長引く原油価格の高騰や、ロシアのウクライナ侵攻、そして急激な円安

による資材などの高騰が問題となっています。本町でも不安の声が聞かれ、農業分野を中心に多く利用

する肥料・飼料価格の高騰が生産者の経営意欲を奪うことになり、離農者の増加が懸念されます。その

ことにより、農地等の保全が困難となることが予想されるためです。意見書は次の通りです。

記

１.原油高騰対策の中で農林水産業の資材費・燃料費高騰対策を早急に講じられたい。直接的な国の財

　政支援を求める。

２.緊急対策の柱として、影響が大きい肥料・飼料高騰対策を関係機関やメーカーと連携して推進する

　 こと。また、肥料・飼料高騰時に対応するセーフティ・ネットの構築も検討すること。

３.農林水産業の高齢化や減少によって、地方が衰退しないよう「みどりの食料システム戦略」の強化

　を求める。

以上地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

（意見書提出先）　衆参両院議長　内閣総理大臣　財務大臣　農林水産大臣

加藤周二議員に対する問責決議

　我々江府町議会議員は、町民から負託を受けた者として、その立場と職責の重さを深く自覚し、法令等

を遵守し、高い倫理観をもって町政の発展と町民福祉の向上に努めることが求められている。このことを

強く認識したうえで、常に町民の声、地域の意見等を傾聴し、尊重しつつ、町議会の構成員として責任の

ある行動をとる中で、町民が疑惑や不信を抱くような行為を断じて慎むことにより、公務に対する町民の

信頼を確保しなければならない。しかしながら、加藤周二議員については、このたび、新型コロナウイル

ス感染に関わる個人情報流布、関連した差別的とも捉えられる発言を行った疑念が町民から寄せられてい

る。互いの聞き取りの結果、正確な事実関係の証明については困難な状況ではあるが、議会審議以外の場

でのこととはいえ、町民に対し、疑惑や不信感、不安を抱かせたことは、江府町議会としても重く受け止

めるべきである。また、これまでも加藤周二議員には、同類の通告や相談が議会へも寄せられている。

　よって、加藤周二議員に対し、猛省を促すとともにその責任を強く問うものである。また、今後議員と

しての発言の重さ、職責を深く認識し、高い倫理観と慎重な行動を強く求めるものである。

　以上、江府町議会全体のこととしても捉え、下記事項を付して決議する。

一、江府町議会議員の責任のもと自らの身を厳しく律する。

一、町民に不信感と不安を与えたことについて、失った信頼回復に努める。

　　令和４年９月28日

鳥取県日野郡江府町議会　　　　　　
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森田　哲也

動画で一般質問

森田議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

　
　
　消
防
団
は
、
地
域

防
災
力
の
要
で
あ
る
。
団
員

確
保
に
は
、
地
域
の
理
解
が

必
要
。
活
動
に
対
す
る
勤
務

先
へ
の
支
援
制
度
や
活
動
内

容
・
時
間
を
限
定
す
る
分
担

制
の
導
入
な
ど
、
新
し
い
政

策
が
必
要
で
は
。

　個
人
を
強
制
的
に
勧
誘
す

る
こ
と
は
無
理
が
あ
る
。
地

域
自
体
が
、
自
分
の
事
と
し

て
ど
う
守
る
か
を
考
え
る
こ

と
だ
と
思
う
。
今
後
は
消
防

団
退
職
者
や
消
防
署
Ｏ
Ｂ
な

ど
に
も
広
く
普
及
啓
発
を
努

め
た
い
。

　
　
　消
防
庁
の
発
表
で
は
、

本
町
の
自
主
防
災
組
織
率
は

１
０
０
％
と
あ
っ
た
が
、
そ

の
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い

と
い
う
。
自
助
、
共
助
を
求

め
る
な
ら
、
自
主
防
災
組
織

は
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
う

が
。　火

災
や
大
き
な
災
害
時
は
、

消
防
署
な
ど
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
。
や
は
り
自
主
防

災
組
織
が
必
要
と
思
う
。
今

後
、
集
落
に
出
向
い
て
説
明
、

啓
発
し
、
個
別
避
難
計
画
作

成
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
　
　土
砂
災
害
は
、
想
定

外
の
場
所
を
襲
う
。
県
な
ど

の
情
報
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
な
ど
の
異
常
報
告
を
活

用
す
る
。
ま
た
、
今
の
旧
村

別
の
避
難
発
令
よ
り
、
山
間

地
な
ど
標
高
別
の
方
が
現
実

的
で
は
。

　ま
ず
、
地
域
で
積
極
的
に

避
難
す
る
こ
と
を
啓
発
し
、

避
難
指
示
の
発
令
に
つ
い
て

は
、
細
か
い
地
域
別
、
旧
村

単
位
で
出
す
こ
と
か
ら
始
め
、

実
際
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

標
高
別
と
い
う
提
案
も
検
討

し
た
い
。

　
　
　地
域
防
災
計
画
に
基

づ
い
た
環
境
の
整
備
は
重
要
。

し
か
し
、
補
助
事
業
等
町
民

に
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
。
町
か
ら
の
情
報
が
一

方
通
行
に
な
り
、
住
民
の
認

識
度
を
把
握
で
き
て
い
な
い

と
思
う
が
。

　住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
く
理
解

し
て
頂
く
こ
と
が
大
切
だ
が
、

そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

集
落
に
出
向
い
て
、
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
こ
と
が
重
要
。

地
域
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　建
物
の
耐
震
化
は
、

普
段
多
く
利
用
す
る
部
屋
な

ど
簡
易
な
補
強
だ
け
で
も
効

果
が
あ
る
と
い
う
。

　防
炎
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
日

用
品
な
ど
に
も
助
成
す
る
こ

と
で
、
防
災
、
減
災
の
推
進

に
な
る
と
思
う
が
。

　耐
震
化
の
補
助
事
業
な
ど

分
か
り
づ
ら
い
と
思
う
。
や

は
り
、
集
落
ご
と
に
出
向
い

て
説
明
を
し
、
自
衛
消
防
力

を
高
め
て
い
き
た
い
。
個
人

へ
の
耐
震
化
等
の
町
独
自
支

援
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

　
　
　高
齢
者
社
会
で
は
、

分
か
り
や
す
い
政
策
が
必
要
。

﹁
自
分
の
命
は
自
分
が
守
る
﹂

た
め
に
は
、
個
人
へ
の
支
援
事

業
は
当
然
必
要
と
考
え
る
。
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
防
災
、

減
災
事
業
を
お
願
い
し
て
質
問

を
終
わ
り
た
い
。

自主防災組織の充実を

消
防
団
員
の
今
後
の

確
保
計
画
は

自
主
防
災
組
織
の

確
立
を

住
民
の
避
難
状

況
は
適
切
か

地
域
防
災
計
画

の
認
識
度
は

震
災
対
策
と

減
災
予
防
は

安
心
安
全
確
保
は
足
元
が

し
っ
か
り
見
え
る
政
策
を

「自分の命は自分が守る」そのための政策は

～防災対応の在り方と充実強化方法について～

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

補
正
予
算
他
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問
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阿部　朝親

動画で一般質問

阿部議員の一般質問は
動画サイトy o u t u b eで
ご覧いただけます。

質
問
質
問

質
問
質
問
　
　
　今
年
３
月
に
示
さ

れ
た
、
公
共
施
設
の
今
後

の
管
理
に
つ
い
て
、
現
状

を
伺
う
。
ま
た
、
旧
明
倫

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
と
協
議
と
あ
る
が
、

関
係
者
と
は
誰
な
の
か
、

体
育
館
も
同
時
解
体
か
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
プ
ー
ル
は

ど
う
さ
れ
る
か
ま
た
、
代

替
え
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
を
検
討
と
あ
る
が
、

検
討
さ
れ
た
か
伺
う
。

　現
在
保
有
の
建
物
・
施

設
の
大
規
模
改
修
・
更
新

に
は
、
約
２
０
０
億
円
が

必
要
と
推
計
し
て
い
る
。

２
０
４
６
年
ま
で
に
30

％

の
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。

高
齢
者
創
作
館
・
旧
庁
舎

は
、
今
年
度
解
体
す
る
。

旧
明
倫
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
12

月
に
関

係
者
と
し
て
実
際
使
用
さ

れ
て
い
る
方
と
意
見
交
換

を
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
解
体
の
方
針
と
し
て
い

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
新
た

な
建
物
の
考
え
は
無
い
。

プ
ー
ル
に
関
し
て
は
、
近

隣
の
方
と
協
議
を
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　防
災
無
線
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
と
言
っ
て
い
る
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
は
、

45

％
が
未
接
続
で
あ
り
、

閲
覧
で
き
な
い
方
へ
の
情

報
提
供
は
ど
の
様
に
さ
れ

て
い
る
か
伺
う
。

　防
災
無
線
は
、
災
害
時

は
も
と
よ
り
、
町
の
行
政

情
報
を
知
ら
せ
る
有
効
な

手
段
で
あ
る
。
放
送
内
容

を
簡
潔
に
し
、
詳
細
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
チ
ラ

シ
・
担
当
課
へ
の
問
い
合

わ
せ
と
言
っ
た
形
で
誘
導

し
て
い
る
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
と

だ
け
言
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
申
し
訳
な
く
、
今

後
は
、
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
と
申
し
添
え
る
。

　
　
　今
回
新
た
に
コ
ロ

ナ
関
係
に
お
い
て
、
コ
ン

タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
と
あ
り
、

閲
覧
し
た
が
す
ぐ
に
コ
ン

タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
接

続
が
出
来
な
か
っ
た
。
何

か
良
い
方
策
が
あ
れ
ば
対

応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

私
も
と
て
も
見
に
く
い
。

県
に
代
わ
り
お
詫
び
し
た

い
。
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
不
明
な
事

は
町
の
担
当
課
に
電
話
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
　遊
具
の
新
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
前
向

き
に
検
討
す
る
と
回
答
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
議
会

広
報
に
も
保
護
者
と
し
て

要
望
が
あ
る
。
私
た
ち
議

員
は
住
民
の
声
を
行
政
に

届
け
る
義
務
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
再
度
質
問
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　以
前
、
質
問
に
対
し
前

向
き
に
や
る
と
答
弁
を
し

て
い
る
。
議
会
広
報
で
の

保
護
者
の
意
見
も
承
知
し

て
い
る
。
今
後
保
育
園
の

事
も
有
り
、
無
駄
な
公
共

施
設
は
作
れ
な
い
が
、
大

方
の
方
が
満
足
で
き
る
も

の
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
、
そ
れ
ま
で
保
育
園

の
園
庭
を
解
放
さ
れ
た
ら

と
考
え
る
が
。

　現
在
す
で
に
開
放
し
て

い
る
が
、
施
設
の
利
用
に

つ
い
て
は
再
度
周
知
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　子
育
て
世
帯
す
べ

て
に
周
知
し
て
い
た
だ
く

事
を
お
願
い
し
、
質
問
を

終
わ
り
ま
す
。

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

町
長
答
弁

教
育
長
答
弁

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

質
問
質
問

公
共
施
設
の

今
後

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

閲
覧
に
つ
い
て

遊
具
の
新
設
整

備
は

公共施設の今後・ホームページの閲覧

遊具の新設整備は？

決

　算

補
正
予
算
他

一
般
質
問

陳
情
・
組
合
報
告

子供の国保育園の遊具
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と
に
制
限
を
か
け
ら
れ
、
こ
れ

に
順
応
し
て
い
く
。
必
要
な
事

と
必
要
で
な
い
事
が
は
っ
き
り

と
区
別
さ
れ
、
今
は
こ
れ
が
当

た
り
前
だ
と
変
化
し
て
い
く
。

そ
の
よ
う
な
中
で
生
き
方
の
多

様
性
こ
そ
、
今
の
私
に
必
要
な

事
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

　
江
府
町
の
生
活
で
は
、
今
ま

で
経
験
し
た
事
の
な
い
こ
と
は

人
に
教
え
て
も
ら
う
。
種
や
苗

を
買
っ
て
畑
に
植
え
、
野
菜
の

生
長
を
手
助
け
す
る
為
に
畑
の

手
入
れ
を
す
る
。
食
べ
頃
に
な

れ
ば
収
穫
し
、
草
が
生
え
た
ら

草
刈
り
を
す
る
等
、
な
に
も
か

も
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
で
幸

せ
の
濃
度
が
深
ま
り
、
生
き
方

の
選
択
肢
が
増
え
て
い
く
。

　
ま
た
、
ご
近
所
の
方
か
ら
旬

の
食
材
を
頂
く
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ

人
と
人
が
助
け
合
っ
て
生
き
て

い
る
実
感
を
得
る
。
毎
日
の
生

活
が
新
し
い
発
見
の
連
続
で
あ

る
。
生
活
の
た
め
に
は
利
便
性

こ
そ
が
一
番
で
あ
る
と
思
い
込

ん
で
き
た
こ
と
に
大
き
な
錯
誤

が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
小
さ
な
町
こ
そ
人
が
温
か
い
。

そ
こ
に
豊
か
な
生
き
方
の
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
ら
れ
た
こ
の
町
に

感
謝
し
て
い
る
。

　
９
月
議
会
定
例
会
が
、
無
事

終
わ
り
ま
し
た
。
本
定
例
会
は

毎
回
前
年
度
の
決
算
審
査
が
中

心
と
な
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様

の
協
力
の
も
と
、
役
場
職
員
が

十
分
と
は
言
え
な
い
予
算
の
執

行
に
奮
闘
し
た
結
果
で
す
。
審

査
は
議
会
の
各
委
員
会
に
託
さ

れ
何
日
も
か
け
て
積
極
盛
ん
に

に
審
議
さ
れ
ま
す
。
令
和
３
年

度
か
ら
新
た
に
動
き
始
め
た
事

業
も
複
数
あ
り
ま
す
。
住
宅
に

関
連
し
た
も
の
、
環
境
に
関
連

し
た
も
の
、
な
ど
４
年
度
か
ら

５
年
度
に
か
け
て
住
民
の
皆
様

の
目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
自
然
と
伝
統
文
化

を
守
り
な
が
ら
も
変
わ
り
ゆ
く

江
府
町
を
し
っ
か
り
見
届
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
川
端 

登
志
一

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

委

員

長

　三
輪

　英
男

副
委
員
長

　川
端
登
志
一

委

　
　員

　阿
部

　朝
親

　
　
　
　
　芦
立

　喜
男

　
　
　
　
　加
藤

　周
二

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い

く
世
の
中
に
、
順
応
し
て

い
く
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ
た
毎

日
か
ら
離
れ
て
長
く
勤
め
た
会

社
を
退
職
し
、
第
二
の
人
生
を

始
め
よ
う
と
辿
り
着
い
た
江
府

町
。

　
６
月
下
旬
の
頃
、
お
気
に
入

り
の
場
所
か
ら
見
る
大
山
。
周

り
に
あ
る
畑
や
田
ん
ぼ
の
景
色

が
大
山
を
よ
り
美
し
く
引
き
立

た
せ
る
。
毎
日
見
せ
る
表
情
が

同
じ
と
し
て
な
い
こ
と
、
そ
の

景
色
を
見
た
い
と
思
い
ま
た
足

を
運
ぶ
。
切
り
取
っ
て
見
え
た

景
色
は
私
の
気
持
ち
を
穏
や
か

に
さ
せ
て
く
れ
た
。
今
ま
で
は

こ
ん
な
感
情
を
抱
く
余
裕
す
ら

な
く
毎
日
に
た
だ
た
だ
追
わ
れ

て
、
一
日
を
乗
り
越
え
る
だ
け

の
日
々
が
続
い
て
い
た
。

　
世
の
中
は
コ
ロ
ナ
禍
で
当
た

り
前
の
よ
う
に
で
き
て
い
た
こ

こ
の
町
が
教
え
て
く
れ
た

　
　
　
　
　大
切
な
こ
と

荒田　井上 尚子

目

私

　新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
令
和
４
年
10
月
20
日
に
、
青
森
県
六
戸
町
議
会
の
行
政

視
察
研
修
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　研
修
内
容
は
、
①
議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
よ
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
へ
の
取
組

　②
義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
で
す
。

　①
は
、
特
別
に
江
府
町
が
先
進
地
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
現
在
の
会
議
や
情
報
伝
達
で
の
活
用
状
況
、
苦

労
・
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
、
今
後
の
機
器
更
新
等
に
つ
い

て
等
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　②
は
、
六
戸
町
で
は
令
和
７
年
に
義
務
教
育
学
校
の
開
校

を
目
指
し
て
お
ら
れ
、
校
名
・
校
歌
・
校
章
・
制
服
等
が
決

定
さ
れ
た
経
緯
や
、
授
業
も
見
学
さ
れ
、
児
童
・
生
徒
の
様

子
に
つ
い
て
も
熱
心

に
視
察
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　六
戸
町
は
人
口
１

万
人
以
上
の
町
で
す

が
、
短
い
時
間
な
が

ら
も
共
通
す
る
課
題

等
に
つ
い
て
、
お
互

い
に
共
感
や
情
報
交

換
が
行
え
た
貴
重
な

研

修

と

な

り

ま

し

た
。

行
政
視
察
研
修
の
受
け
入
れ
！

　（
青
森
県
六
戸
町
議
会
か
ら
来
町
）

授業の様子を見学


